
令和７年 第３回 松野町議会定例会議事日程 第１号 

令和７年９月９日（火）午前９時３０分開議 

 

１ 開 会 宣 言（  ：  ） 

２ 町長議会招集挨拶 

３ 諸 般 事 項 報 告 

４ 開      議（  ：  ） 

日程 

番号 

議案 

番号 
議        案        名 

１ ― 
会議録署名議員の指名 

   番      議員 ・   番      議員 

２ ― 
会期の決定 

  月  日から  月  日までの  日間 

３ ― 一般質問 （２番、３番、５番、４番） 

４ 
報告

７ 
松野町健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 

５ 
報告 

８ 

松野町教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の報告

について 

６ 
議案 

５８ 
松野町コミュニティバス運行条例の制定について 

７ 
議案 

５９ 
令和７年度松野町一般会計補正予算（第３号） 

８ 
議案 

６０ 
令和７年度松野町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

９ 
議案 

６１ 
令和７年度松野町国民健康保険中央診療所特別会計補正予算（第１号） 

１０ 
議案 

６２ 
令和７年度松野町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

１１ 
議案 

６３ 
令和７年度松野町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第１号） 

１２ 
認定

１ 
令和６年度松野町一般会計歳入歳出決算の認定について 

１３ 
認定

２ 
令和６年度松野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について         



１４ 
認定

３ 

令和６年度松野町国民健康保険中央診療所特別会計歳入歳出決算の認

定について 

１５ 
認定

４ 

令和６年度松野町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

１６ 
認定

５ 
令和６年度松野町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について           

１７ 
認定

６ 

令和６年度松野町後期高齢者医療保険事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

１８ 
認定

７ 

令和６年度松野町簡易水道事業会計決算の認定及び剰余金の処分につ

いて 

５ 閉     議（  ：  ） 

６ 散     会（  ：  ） 



◇ 諸般事項報告（出席者の報告） 

  

地方自治法第１２１条第１項の規定により、本日の会議に出席する者は、

下記のとおり 

 

記 

 

職   名 氏   名 職   名 氏   名 

町     長 坂 本   浩 会計管理者兼出納室長 久保田   忠 

副 町 長 八十島 温 夫 建 設 環 境 課 長 井 上   靖 

教 育 長 三 好 秀 二 町 民 課 長 芝   吉 彦 

総 務 課 長 小 西   亨 保 健 福 祉 課 長 山 﨑 浩 司 

防 災 安 全 課 長 谷 口 健 二 教 育 課 長 戎   秀 之 

ふるさと創生課長 友 岡   純 吉 野 生 支 所 長 竹 葉   誠 

農 林 振 興 課 長 中 井 和 彦 代 表 監 査 委 員 榎 本 孝 幸 

 



議会閉会中の主要行事・事務等一覧表 

       松野町議会 

月 日 内    容 場 所 出席者等 

６月２１日 森の国まつの応援団関東支部の集い 東京都 議長 

６月２３日 
令和７年度広見川等をきれいにする協議会総

会 
鬼北町 議長 

６月２７日 松野町老人クラブ連合会総会 町内 議長 

６月３０日 令和７年度身体障害者福祉協議会総会 町内 議長 

７月 ２日 第３６回四国西南サミット 八幡浜市 議長 

７月 ３日 予土線利用促進対策協議会総会 町内 議員 

７月 ４日 
令和７年度愛媛県人権対策協議会・企業連合

会松野支部総会 
町内 議員 

７月 ４日 愛媛県人権教育協議会松野支部総会 町内 議員 

７月１６日 全員協議会 議場  

７月１８日 
第５３回滑床自然休養林等保護管理協議会総

会 
愛南町 議長 

７月１９日 「ゆかたまつり」俳句表彰式 町内 議長 

７月２８日 全員協議会 議場  

７月２８日 森の国夏祭り２０２５第２回実行委員会 町内 議長 

８月 ６日 第３回臨時会 議場  

８月 ８日 令和７年度第１回町議会議員研修会 松山市 議員 

８月１５日 愛媛県戦没者追悼式 松山市 議長 



８月２１日 
令和７年度しまんと流域道路整備促進協議会

総会 

高知県 

梼原町 
議長 

８月２２日 愛媛県町村議会議長会第１回全員協議会 松山市 議長 

９月 １日 全員協議会 議場  

９月 １日 議会運営委員会 議場  

９月 ７日 令和７年度愛媛県総合防災訓練 宇和島市 
議長 

副議長 

 



◎ 会　　期 　令和７年９月９日（火）～９月１９日（金）〔１１日間 〕

◎ 審議日程

曜 時間 区　　分 運　　　　営　　　　内　　　　容

◎一般質問

定例会招集 ◎令和７年度補正予算、令和６年度決算認定 他提出案件

(第１日目) 　提案理由説明、質疑、討論、採決、委員会付託

10 水

11 木 9:00 ◎総務常任委員会審査

12 金 9:00 ◎総務常任委員会審査

13 土 【閉庁日】

14 日 【閉庁日】

15 月 【閉庁日】敬老の日

16 火 ◎全員協議会（必要時）

17 水 ※委員長報告議長決裁日、議案書配布

18 木

◎委員会付託案件審査委員長報告、討論、採決

本会議 〔追加提案〕

(第11日目) ◎提案理由説明、質疑、討論、採決

令和７年９月松野町議会定例会日割表

月日

9:30

19 金 9:30

9 9 火



  一 般 質 問 表 
令和７年第３回定例会 

通告者 質問事項 質 問 の 要 旨 

１番 

山石 恭助 

[一問一答方式] 

 

避難行動要支援

者への災害避難

支援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＭＯの現状と

今後の方向性に

ついて 

 

１ 避難行動要支援者名簿の作成が義務付けられている

と思いますが、作成状況はどうなっておりますか、お

尋ねします。 

２ 地域の自主防災会や民生委員との情報共有や連携体

制はどう整えられているか、お尋ねします。 

３ 全国的に個別避難計画の作成、避難訓練等が行われ

ていると思いますが、課題をお伺いします。 

４ 行政として、避難困難者支援のさらなる実効性を高

めるための今後の施策について、町長のお考えをお聞

きします。 

 

 

１ 当初どのようなスケジュールでＤＭＯ化を目指して

いたのか、進捗状況はどうなっているのか、お尋ねし

ます。 

２ 現時点で停滞しているようですが、その主な要因、

課題はどこにあると分析されていますか、お伺いしま

す。 

３ 今後の方向性、ＤＭＯ構想の見返し再検討を行う意

思はありませんか、町長にお伺いします。 



通告者 質問事項 質 問 の 要 旨 

２番 

芝 勇樹 

[一問一答方式] 

 

空き家対策につ

いて 

 

 

 

 

旧南小学校の利

活用について 

 

 

１ 空き家対策の現状と直近の変化について 

２ 移住希望者を受け入れるための体制強化について 

３ 事業や農業の拠点としての空き家活用について 

４ 人口減少対策としての空き家対策について 

 

 

１ 旧南小学校の利活用問題の現状について 

２ 今後の方針について 



 

 

通告者 質問事項 質 問 の 要 旨 

３番 

大内 義昭 

[一問一答方式] 

 

自主防災会組織

について 

 

 

 

 

避難所･避難場

所について 

 

１ 設立の目的と人員構成・役割りはなにか 

２ これまで実施された訓練や活動状況について 

３ 災害時に機能させるための課題や問題点はなにか、

今後の自主防災会に対する町の考えを問う。 

 

 

１ 避難場所と避難所の違いについて 

２ 町内各避難所の設備や備蓄品及び収容人数について

の町の考えを問う。 

３ 町全体での防災訓練をする計画はないか。 

 



 

通告者 質問事項 質 問 の 要 旨 

４番 

山崎 匡 

[一問一答方式] 

 

特産農産物 

桃・梅（米）支援

策について 

 

 

 

 

耕作放棄地対策

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スマート農業支

援について 

 

 

 

シルバー人材セ

ンター設立につ

いて 

 

 

１ 深刻だった昨年のカメムシ被害の状況、今年の被害

状況、生産量の推移について 

２ 効果や高い利用率の支援策は 

３ 今後の主な支援策の動向について 

 

 

１ 耕作放棄地の状況は、また優良な圃場での耕作放棄

地の状況、原因分析について（高齢化・担い手不足・

収益性など） 

２ 耕作放棄させないための支援策について 

３ 新規就農者や認定農業者と地主とのマッチングにつ

いて（農業委員会の役割）（農地バンク制度など） 

４ 荒廃してきた耕作放棄地の再生支援について 

５ 現状での支援策の内容は 

６ 新たな支援策について 

 

 

１ 高齢化・担い手不足・省力化の対策としてスマート

農業が注目されているが、当町においても支援する考

えはないか。 

 

 

１ 進捗状況について 

 



報告第７号 

 

 

   松野町健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 

 

 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規

定により、令和６年度決算に基づく健全化判断比率、資金不足比率を裏面のとおり報

告する。 

 

 

 

     令和７年９月９日提出 

 

         松野町長 坂 本   浩 



健全化判断比率及び資金不足比率報告書 

 

 

１ 健全化判断比率 

（単位：％） 

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 

－ 

（15.00） 

－ 

（20.00） 

7.5 

（25.0） 

26.9 

（350.0） 

 

備考 

⑴ 実質赤字比率及び連結実質赤字比率は、赤字額がないため、比率の表示を「－」

としている。 

⑵ 括弧内の比率は、早期健全化基準である。 

 

 

２ 資金不足比率 

（単位：％） 

会計名 資金不足比率 備 考 

簡易水道事業会計 
－ 

（20.0） 
 

 

備考 

⑴ 資金不足比率は、資金不足額がないため、比率の表示を「－」としている。 

⑵ 括弧内の比率は、経営健全化基準である。 

  



 

令和６年度 
 

 

 

松野町健全化判断比率及び 

資金不足比率審査意見書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松野町監査委員 
  



地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第22条第１項の規定

により、令和６年度決算に基づく松野町健全化判断比率及び資金不足比率について審

査した結果、次のとおり意見を付します。 

 

 

 

   令和７年９月９日 

 

 

松野町監査委員 榎 本 孝 幸 

同       大 内 義 昭 



令和６年度松野町健全化判断比率及び資金不足比率審査意見 

 

第１ 審査の概要 

 １ 審査対象等 

   審査に当たっては、審査に付された令和６年度決算に基づく健全化判断比率及

び資金不足比率並びにその算定の基礎となる事項を記載した書類について 

  ⑴ 健全化判断比率及び資金不足比率の算定が関係法令に沿って適正に行われ

ているか。 

  ⑵ 算定の基礎となる事項を記載した書類が適正に作成されているか。 

  を主眼として、関係書類を照査するとともに、関係課等の説明を聴取するなどの

方法により、慎重に審査を行った。 

 

 ２ 審査期間  令和７年８月18日から同年８月26日まで 

 

第２ 審査の結果 

 １ 総合意見 

   審査に付された健全化判断比率及び資金不足比率並びにその算定の基礎とな

る事項を記載した書類は、いずれも適正に作成されていると認められた。 

 

＜健全化判断比率の状況＞                   （単位：％） 

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 

－ 

（15.00） 

－ 

（20.00） 

7.5 

（25.0） 

26.9 

（350.0） 

 注１ 実質赤字比率及び連結実質赤字比率が「－」となっているのは、本町の各会

計に係る実質収支額の合計が黒字であり、算定の基礎となる赤字額がないこと

によるものである。 

 

  ２ 括弧内は早期健全化基準である。 

 

＜資金不足比率の状況＞                    （単位：％） 

会 計 名 資金不足比率 

簡易水道事業会計 －  （20.0） 

 注１ 資金不足比率が算定されないことから、「－」と記載。 

  ２ 括弧内は経営健全化基準である。 

 

 



 ２ 個別意見 

  ⑴ 実質赤字比率 

    実質赤字比率については、一般会計等において、前年度と同じく実質赤字額

がないことから、算定されない。 

 

⑵ 連結実質赤字比率 

  連結実質赤字比率については、各会計において、前年度と同じく連結実質赤

字額がないことから、算定されない。 

 

⑶ 実質公債費比率 

  実質公債費比率については7.5％で、前年度に比べ0.6ポイント高くなってお

り、早期健全化基準の25.0％を下回っている。 

  引き続き、町債発行の抑制等に取り組まれたい。 

 

⑷ 将来負担比率 

  将来負担比率については26.9％で、前年度に比べ3.2ポイント低くなってお

り、早期健全化基準の350.0％は下回っている。 

  引き続き、将来的な財政負担となる町債残高等の減少に取り組まれたい。 

 

⑸ 資金不足比率 

  資金不足比率については、簡易水道事業会計において、前年度と同じく資金

不足額がないことから、算定されない。 

 

 ３ 是正改善を要する事項 

   特に指摘すべき事項はない。 

 



報告第８号 

 

 

松野町教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の報告に 

ついて 

 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項の規定により、松野町教

育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の結果を別紙のとおり報告する。 

 

 

令和７年９月９日提出 

 

松野町教育委員会教育長 三 好 秀 二 



 

 

令和７年度（令和６年度対象） 

 

 

 

教育に関する事務の管理及び執行の 

状況の点検及び評価報告書 
 

 

 

 

 

 

令和７年９月 

松野町教育に関する事務の点検・評価委員会 

 



- 1 - 

 

教育に関する事務の点検及び評価について 

 

１ 評価委員会の概要 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条に基づき、松野町教育委員会が事

務の管理及び執行の状況について自己点検及び評価を行い、そのことについて外部評

価委員会が点検・評価を行って、報告書としてまとめる。 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第26条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育長に委任

された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定により事務局職員等に委任

された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結

果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２  教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者

の知見の活用を図るものとする。 

 

＜評価委員＞  長谷 信昭 

                 毛利 恭子 

                 小野 榮子 

         谷口 清二 
 

＜委員会の開催状況＞ 

第１回 令和７年７月17日（木）「執行状況の点検・評価について協議」 

第２回 令和７年８月７日（木）「執行状況の点検・評価について協議」 

第３回 令和７年８月21日（木）「評価についてまとめ」 

 

２ 評価基準 

施策が計画どおり達成している 

施策が計画どおり概ね達成している 

計画は未達成だが達成に向かって進んでいる 

達成できず課題がある 

 

３ 評価 

教育委員会実施の自己点検・評価については、概ね適正であると考えます。 

 自己点検評価について、報告書のとおり評価と意見を申し上げます。 

「ふるさと松野を守り育てることのできる子どもを育む」という基本理念に基

づいた先進的で独創的な活動が展開されています。今後も一層地域との連携を深

めながら、多様化する教育活動に対して、様々な世代が参加し学び合うことので

きる機会の創出を望みます。 
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令和７年度(令和６年度対象)教育に関する事務の管理と執行状況の点検・評価 

業
務
名 

事務の執行状況及び自己評価 

考察（○成果 ●課題） ◆改善方策 

評  価 

○評価委員の意見 

１ 

教
育
総
務 

〇教育委員会の事務局として、定例会や総合教育会議

を通常どおり開催することができた。 

○教育委員会活動の充実を図るため、フリースクール

及び文化財の保存・活用に係る視察研修を実施した。 

○寄附金を活用した新たな子育て支援策として、「中学

校卒業新生活応援金」制度を新設し、子育て世帯の負

担軽減を図った。 

○人材育成基金事業として、中学生３名に対し、オース

トラリアへの語学研修事業に係る助成を行った。 

評価：達成している 

〇教育委員の視察研修

の実施や応援金制度

の創設は、先進的な取

組として評価できる。 
 

〇語学研修については、

訪問先のさらに具体

的な調査と把握が必

要である。 

２ 

学
校
教
育
の
推
進 

〇学校運営協議会を開催し、各学校の運営計画に対す

る委員の意見の集約や、学校運営状況等についての

評価を受けた。 

○学校教育活動全般にわたり、学校支援ボランティア

の支援を受けた。ボランティア登録数も49名から58

名へと増加し、学校とボランティアの情報共有ツー

ルとしてオープンチャットを積極的に活用した。 

〇外国語教育の充実を図るため、外国語指導助手（ＡＬ

Ｔ）を２名配置し、保育園への派遣や低学年からの交

流活動を実施した。 

〇地域資源を活用した郷土学習として、東小学校では

「おくうち棚田学」、西小学校では「森の国山城学」

を実施した。 

〇子どもたちのチャレンジ精神の向上に資するため、

漢字検定、算数検定、英語検定の初回検定料の公費負

担を行った。中学生の英語検定に関しては、公費負担

を２回まで行った。 

〇企業版ふるさと納税や教育費寄附金の活用により、

大型モニターをはじめとするＩＣＴ機器を整備し、

授業等で効果的に活用した。 

○平成12年に整備した学校給食共同調理場の老朽化に

伴い、大規模改修工事を実施し、環境改善に努めた。 

評価:概ね達成している 

〇学校運営協議会は、発

足から４年が経過し、

軌道に乗ってきたが、

会設立の意義を深め

るため、さらに進め方

に工夫が必要である。 
 

〇学校支援ボランティ

ア登録者には、年齢層

の偏りや活動に対す

る個々の捉え方に差

が存在するようであ

る。そのため、様々な

世代が気軽に参加で

きるような仕組みづ

くりや周知方法の検

討が必要である。 
 

〇地域資源を活かした

郷土学習は、今では学

校の顔とも言うべき

取組となっており、継

続すべきである。 
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業
務
名 

事務の執行状況及び自己評価 

考察（○成果 ●課題） ◆改善方策 

評  価 

○評価委員の意見 

２ 

学
校
教
育
の
推
進
（
つ
づ
き
） 

○不登校対策の一環として、子ども家庭庁の「ＮＰＯ等

と連携した子どもの居場所づくり支援モデル事業」

を実施し、子どもの社会的自立のほか、自己肯定感や

自己有用感の向上を支援する方法を検証した。 

●登校や学習に不安を抱える児童生徒が増加傾向にあ

り、不登校又は不登校傾向にある児童生徒の居場所

づくり、障がいの状態や特性に応じた個別指導への

対応が急務となっている。 

◆不登校又は不登校傾向の児童生徒の居場所として、

サポートルームの設置と障がいや特性に応じた個別

指導の対応として、通級指導教室の設置を進める。 

 

 

３ 

生
涯
学
習
の
推
進 

○松野中学校の第52期卒業生を対象とした成人式を、

１月３日に役場庁舎において開催した。 

〇庁舎や地区公民館における図書コーナーの充実並び

に読み聞かせなどの読書活動の推進に努めた。なお、

図書コーナーについては、リクエストＢＯＸを設置

することにより、利用者のニーズに沿った図書の充

実に努めた。また、引き続き県立図書館の協力図書に

取り組み、利用者の便益を図った。 

●公民館・分館事業については、参加者の減少が著し

く、運営方法に課題があるため、簡素化や内容の充実

など、既存事業の見直しが必要である。 

評価：概ね達成している 

〇分館活動は、以前と同

じような運営が困難

になってきており、さ

らに各分館での活動

状況にも差が認めら

れるため、抜本的な見

直しが急務である。 

 

〇中央公民館と松丸地

区公民館は、活動拠点

が明確になっていな

い。コミュニティセン

ター等を活用し、行事

予定等を表示すべき

ではないか。 
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業
務
名 

事務の執行状況及び自己評価 

考察（○成果 ●課題） ◆改善方策 

評  価 

○評価委員の意見 

４ 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進 

○まつの桃源郷マラソン大会については、本年度より

通常開催で行い、904名のエントリーがあった。今後

も持続可能で効果的な大会運営を目指す。 

〇分館対抗スポーツフェスティバルは、実施時期を秋

に変更し、４年ぶりに開催した。分館対抗レクバレー

のほか、オープン参加でソフトボール、ニュースポー

ツ（モルック・グランドゴルフ）を行った。 

◆駅伝大会は、中学校から１チームがオープン参加し、

７チームで開催することができた。今後も選手構成

や区間等を工夫し、継続できるように努める。 

 

評価:概ね達成している 

〇民間では３Ｂ体操の

取組が盛んに行われ

ており発展性が高い。 

町内には卓球やゴル

フ等の愛好者も多い

ので、生涯スポーツの

振興にも役立ててみ

てはどうか。 

５ 

人
権
・
同
和
教
育
の
推
進 

○あおぞら子ども会では、引き続き地域の素材を活か

した学びを深め、愛媛県人権教育協議会主催の「人権

フォーラム」で実践報告を行った。 

○森の国人権の集いでは、あおぞら子ども会の活動報

告のほか、「みんなで考える人権」をテーマとして、

南予教育事務所社会教育主事と対談等を行った。 

●あおぞら子ども会を核とした人権・同和教育の推進

を図るため、引き続き住民への啓発活動及び行政職

員の研修を拡充する必要がある。 

 

評価:概ね達成している 

〇あおぞら子ども会は、

宿題の持ち寄りや人

権講座を行う等充実

した活動が行われて

いる。 

 

〇住民への啓発活動に

ついては、子どもたち

の活動をもとに、大人

の人権意識にも波及

していくような具体

的な改善方策を検討

していく必要がある。 

 

〇人権・同和教育は、こ

れまでの歴史的な背

景をしっかりと理解

した上で、推進すべき

である。 
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業
務
名 

事務の執行状況及び自己評価 

考察（○成果 ●課題） ◆改善方策 

評  価 

○評価委員の意見 

６ 

文
化
財
保
存
活
用
の
推
進 

〇文化財専門委員会の委員として、新たに町外在住の

専門家１名を加え、指導体制の充実を図った。 

〇奥内の棚田及び農山村景観について、ガイダンス施

設整備に伴う用地公有化を進めることができた。 

○旧松丸街道の歴史的建造物を保存・活用し、地域活性

化を図ることを目的に、「旧松丸街道魅力再発見支援

事業」として、建造物の調査や活用を考えるワークシ

ョップのほか、まちづくり講演会を実施した。 

○町内の小学生を対象に郷土学習「森の国山城学」と

「おくうち棚田学」を実施し、体験学習を通して地域

の歴史文化に触れる機会になるとともに、郷土愛の

醸成につながった。 

●史跡の維持管理について、現在、業者委託を中心に、

年２回の草刈りを実施しているが、十分とは言えず、

経費についても、物価高騰等により増加傾向で推移

している。今後は業者委託に加え、森の国山城の会や

一般参加者を募集し、草刈り作業を実施したい。 

●専門職員の不足から史跡河後森城跡の発掘調査成果

の整理・総括が遅延しており、今後の各種計画の作成

に向け作業の円滑な推進が必要となっている。 

◆文化財の学術的な調査成果については、より分かり

やすい形で価値を伝えていくための継続的な取組が

必要である。 

 

評価:概ね達成している 

〇史跡の維持管理には

多大な経費を要して

いるが、専門家による

検証をもとに、残して

いく価値を伝えてい

くことが重要である。 

 

〇文化財の価値の伝達

には、若い力の活用

や、絵本等様々な媒体

による周知方法を検

討する必要がある。 

 

〇五つ鹿踊りをはじめ

とする伝統行事の伝

承が危ぶまれている

状況であるため、映像

等による記録化や祭

礼の意義を学ぶため

の教育活動の推進が

必要ではないか。 
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業
務
名 

事務の執行状況及び自己評価 

考察（○成果 ●課題） ◆改善方策 

評  価 

○評価委員の意見 

７ 

文
化
行
政
の
推
進 

〇森の国文化祭の開催にあたり、展示部門では、新たに

パネルを購入し、作品展や教育文化展等を行った。 

また、芸能部門では、演劇等の特別出演もあり、文化

活動に親しむ機会を提供することができた。 

●文化協会では、会員の減少が問題となっているため、

会の活動や魅力を積極的に発信するなど、周知活動

を強化することにより、団体の活性化に努めたい。 

〇第71回不器男忌俳句大会を開催し、一般部門693句、

高校生部門101句、中学生部門305句、小学生高学年部

門538句、小学生低学年以下部門505句の投句を得た。

当日は落語を交えた講演会のほか、各部門の句評、表

彰等を実施した。 

○不器男記念館・目黒ふるさと館を中心に、町内外の観

光施設と連携し、「四万十街道ひなまつり」を実施し

た。不器男記念館では、ガラス製雛人形、打掛、保育

園児の手作り雛人形等の展示、目黒ふるさと館では、

明治、大正、昭和、平成の雛人形の展示を行った。 

〇不器男記念館では、専門家に活用企画業務を委託し、

館内所蔵資料の調査・研究をはじめ、講座開催や来館

者対応などの普及・啓発活動を行った。また、令和６

年度から新たに俳句の小径の句碑めぐりイベントも

実施した。 

〇ＮＨＫ番組において、目黒山形関係資料がテーマと

して取り上げられ、目黒山の山境争いや目黒山形に

ついて全国的に周知された。 

 

評価:概ね達成している 

〇文化祭の開催は、作品

展示や芸能を通して

広く文化に触れ合う

機会を提供している

が、さらに多様な参加

を得ることで一層の

活性化に努めてほし

い。 

 

〇ＮＨＫ番組の放送に

より、目黒ふるさと館

や目黒山形関係資料

についての全国的な

周知が行われており、

評価できる。 

 



議案第５８号 

 

松野町コミュニティバス運行条例の制定について 

 

 松野町コミュニティバス運行条例を次のように定める。 

 

令和７年９月９日提出 

 

松野町長 坂 本   浩 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提 案 理 由 

 

 令和７年１０月から実証を開始するコミュニティバスのデマンド運行に対応する

ため、必要な改正を行うもの。 

  



   松野町コミュニティバス運行条例 

 

松野町コミュニティバス運行条例（平成16年条例第13号）の全部を改正する。 

 

（趣旨） 

第１条 この条例は、地域住民の移動手段を確保し、生活の利便性の向上を図ると

ともに、持続可能な地域公共交通の維持及び発展に寄与するため、松野町コミュ

ニティバス（以下「コミュニティバス」という。）の運行に関し必要な事項を定

めるものとする。 

 （定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めると

ころによる。 

⑴ 定時定路線型コミュニティバス 町が道路運送法（昭和26年法律第183号。

以下「法」という。）第79条の規定による国土交通大臣の登録を受けて行う自

家用有償旅客運送であって、運行路線及び停留所を定めて定期的に運行するも

のをいう。 

⑵ デマンド型コミュニティバス 町が法第79条の規定による国土交通大臣の登

録を受けて行う自家用有償旅客運送であって、運行区域内を予約に応じて運行

するものをいう。 

⑶  利用者 コミュニティバスを利用する者をいう。 

（運行区間） 

第３条 コミュニティバスの運行区間は、国土交通大臣の登録を受けた区間とす

る。 

（運行業務の委託） 

第４条 町長は、コミュニティバスの運行に関する業務の一部を委託することがで

きる。 

（運賃） 



第５条 コミュニティバスの運賃は、別表第１に定めるとおりとし、利用者は、コ

ミュニティバスに乗車するときに支払うものとする。ただし、利用者に同伴する

６歳未満の幼児（１人に限る。）は、無賃とする。 

２ 定期乗車券によりコミュニティバスを利用する場合の運賃は、別表第２に定め

るとおりとし、定期乗車券の発行を受けるときに支払うものとする。 

（運賃の減免） 

第６条 町長は、特別の理由があると認めるときは、前条の規定にかかわらず、運

賃を減額し、又は免除することができる。 

 （町の責務） 

第７条 町長は、コミュニティバスの運行が地域住民の生活に不可欠な公共交通で

あることを認識し、その安定的かつ継続的な運行を確保するため、必要な施策を

講ずるものとする。 

（利用者の責務） 

第８条 利用者は、コミュニティバス乗務員が安全確保のために行う職務上の指示

に従わなければならない。 

２ 利用者が故意又は過失によりコミュニティバス及びその附属設備を損傷し、又

は滅失したときは、利用者はそれによって生じた損害を賠償しなければならな

い。ただし、町長が特別の理由があると認めたときは、この限りでない。 

（委任） 

第９条 この条例に定めるもののほか、コミュニティバスの運行、利用等に関し必

要な事項は、規則で定める。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。ただし、第５条、別表第１及び別表第２

の規定は、令和７年10月１日から施行する。  

（経過措置） 



２ この条例の公布の日から令和７年９月30日までの間、コミュニティバスの運賃

は、改正前の松野町コミュニティバス運行条例第４条に規定する運賃の例によ

る。 

 

別表第１（第５条関係） 

区分 利用者 運賃 

定時定路線型コミュニティバ

ス 

一般 200円 

高齢者（65歳以上） 

100円 中学生以下 

障がい者 

デマンド型コミュニティバス 

一般 500円 

高齢者（65歳以上） 300円 

中学生以下 
200円 

障がい者 

備考 この表において「障がい者」とは、身体障害者福祉法（昭和24年法律第283

号）第15条第４項の規定により身体障害者手帳の交付を受けている者、療育手帳制

度について（昭和48年９月27日厚生省児発第156号厚生事務次官通知）に基づく療

育手帳の交付を受けている者及び精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和

25年法律第123号）第45条第２項の規定により精神障害者保健福祉手帳の交付を受

けている者をいう。 

別表第２（第５条関係） 

区分 利用者 運賃 

デマンド型コミュニティバス 

一般 4,000円（1箇月分） 

高齢者（65歳以上） 

3,000円（1箇月分） 中学生以下 

障がい者 

 



議案第59号 

 

 

 

令和７年度松野町一般会計補正予算（第３号） 
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議案第59号 

 

   令和７年度松野町一般会計補正予算（第３号） 

 

 令和７年度松野町の一般会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ73,024千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ4,376,074千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」

による。 

（債務負担行為の補正） 

第２条 債務負担行為の追加は、「第２表 債務負担行為補正」による。 

 （地方債の補正） 

第３条 地方債の変更は、「第３表 地方債補正」による。 

 

 

 

     令和７年９月９日提出 

 

松野町長 坂 本   浩 
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第　1　表　　歳　入　歳　出　予　算　補　正
（歳入） （単位：千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

令和 7年度松野町一般会計予算に関する説明書

２，１８０，０００
10.地方交付税

△４０，２０５ ２，１３９，７９５

1.地方交付税
２，１８０，０００ △４０，２０５ ２，１３９，７９５

４４，５１４
13.使用料及び手数料

８００ ４５，３１４

1.使用料
３３，０６２ ８００ ３３，８６２

３９９，４４４
14.国庫支出金

３８，８６５ ４３８，３０９

2.国庫補助金
２５１，４６８ ３８，８６５ ２９０，３３３

３００，３４５
15.県支出金

１，０４８ ３０１，３９３

2.県補助金
１９１，９２３ １，０４８ １９２，９７１

２１，７３０
17.寄附金

５，０００ ２６，７３０

1.寄附金
２１，７３０ ５，０００ ２６，７３０

２２，６８６
19.繰越金

４７，９１６ ７０，６０２

1.繰越金
２２，６８６ ４７，９１６ ７０，６０２

７１，３１１
20.諸収入

２，０００ ７３，３１１

3.貸付金元利収入
１２，３００ ２，０００ １４，３００

４９１，３００
21.町債

１７，６００ ５０８，９００

1.町債
４９１，３００ １７，６００ ５０８，９００

歳　　入　　合　　計
４，３０３，０５０ ７３，０２４ ４，３７６，０７４

―　2　― 一般



―　3　― 一般

（歳出） （単位：千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

2.総務費
１，０９３，３３３ １６，８４１ １，１１０，１７４

1.総務管理費
１，０１５，０４５ １６，８４１ １，０３１，８８６

3.民生費
１，０１０，４７６ ２７，０７４ １，０３７，５５０

1.社会福祉費
７９０，２６８ １８，４７２ ８０８，７４０

2.児童福祉費
２２０，２０６ ８，６０２ ２２８，８０８

7.商工費
１５８，９３９ ２，０００ １６０，９３９

1.商工費
１５８，９３９ ２，０００ １６０，９３９

9.消防費
６５，６２７ ６，１８７ ７１，８１４

1.消防費
６５，６２７ ６，１８７ ７１，８１４

10.教育費
３８１，１０９ ２０，９２２ ４０２，０３１

2.小学校費
４５，６０７ ４，７４１ ５０，３４８

3.中学校費
２９，９４３ ３２６ ３０，２６９

4.社会教育費
９０，２５０ １５，８５５ １０６，１０５

歳　　出　　合　　計
４，３０３，０５０ ７３，０２４ ４，３７６，０７４



第　２　表　　債務負担行為補正
（単位：千円）追加

令和 7年度

事　　　　　項 期　　　間 限　度　額

令和 8年度  3,832重要文化的景観ガイダンス施設整備事業工事監理委託料

令和 8年度  95,713重要文化的景観ガイダンス施設整備事業工事請負費

―　4　― 一般



一般

第　３　表　　地方債補正
　　（単位：千円）

令和 7年度　　

―　5　―

　変　更

起債の目的
補　　　正　　　前 補　　　正　　　後

限　度　額 起債の方法 利　率 償還の方法 限　度　額 起債の方法 利　率 償還の方法

　証書借入
　　又は
　証券発行

　年3.00％以内
（但し、利率見
直し方式で借入
れる政府資金及
び地方公共団体
金融機構資金に
ついて、利率の
見直しを行った
後においては、
当該見直し後の
利
率）

　政府資金につ
いては、その融
通条件により、
銀行その他の場
合には、その債
権者と協定する
ものによる。
　ただし、町財
政の都合により
据置期間及び償
還期限を短縮し
、又は繰上償還
もしくは低利に
借換えすること
ができる。

　証書借入
　　又は
　証券発行

　年3.00％以内
（但し、利率見
直し方式で借入
れる政府資金及
び地方公共団体
金融機構資金に
ついて、利率の
見直しを行った
後においては、
当該見直し後の
利
率）

　政府資金につ
いては、その融
通条件により、
銀行その他の場
合には、その債
権者と協定する
ものによる。
　ただし、町財
政の都合により
据置期間及び償
還期限を短縮し
、又は繰上償還
もしくは低利に
借換えすること
ができる。

２２１，１００
過疎対策事業債（ハード事業
分） ２３２，６００

８２，０００緊急防災・減災事業債 ８８，１００



Ⅰ　歳　入　歳　出　補　正　予　算　事　項　別　明　細　書

（歳入） （単位：千円）

款 補正前の額 補　正　額 計

1.総　括

10.地方交付税
２，１８０，０００ △４０，２０５ ２，１３９，７９５

13.使用料及び手数料
４４，５１４ ８００ ４５，３１４

14.国庫支出金
３９９，４４４ ３８，８６５ ４３８，３０９

15.県支出金
３００，３４５ １，０４８ ３０１，３９３

17.寄附金
２１，７３０ ５，０００ ２６，７３０

19.繰越金
２２，６８６ ４７，９１６ ７０，６０２

20.諸収入
７１，３１１ ２，０００ ７３，３１１

21.町債
４９１，３００ １７，６００ ５０８，９００

歳　　入　　合　　計
４，３０３，０５０ ７３，０２４ ４，３７６，０７４

―　6　― 一般



―　7　― 一般

（歳出） （単位：千円）

補正前の額 補　正　額 計 特　定　財　源

国県支出金 地　方　債 そ　の　他
一般財源

款
補　正　額　の　財　源　内　訳

2.総務費

1,093,333 16,841 1,110,174 10,946 800 5,095
3.民生費

1,010,476 27,074 1,037,550 16,425 8,600 2,049
7.商工費

158,939 2,000 160,939 2,000
9.消防費

65,627 6,187 71,814 6,100 87
10.教育費

381,109 20,922 402,031 12,542 2,900 5,000 480

39,913
歳　　出　　合　　計

4,303,050 73,024 4,376,074 17,600 7,800 7,711



2.歳　入

地方交付税 地方交付税1項10款 （単位：千円）

節
説　　　　　　　　　明

金　額区　　分
計補正額補正前の額目

△45,3701. 1. ・地方交付税地方交付税 2,180,000 △40,205 2,139,795 普通交付税△40,205
5,165・特別交付税

2,180,000 △40,205 2,139,795計

10 款合計 2,180,000 △40,205 2,139,795

使用料及び手数料 使用料1項13款

8001. 3. ・コミュニティバス使用料総務使用料 1,172 800 1,972 コミュニティバス運賃収入800

33,062 800 33,862計

13 款合計 44,514 800 45,314

国庫支出金 国庫補助金2項14款

9,9941. 6. ・コミュニティバス運行費補総務費国庫補助金 102,515 9,994 112,509 地域公共交通確保維持改善事業費補助金9,994
助金

3422. 2. ・障害者福祉費補助金民生費国庫補助金 54,204 16,425 70,629 障害者総合支援事業費補助金342

16,0835. ・社会福祉総務費補助金 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金16,083

10,1156. 4. ・文化振興費補助金教育費国庫補助金 4,166 12,446 16,612 国宝重要文化財等保存・活用事業費補助金10,115

2,3318. ・中学校学校管理費補助金 学校施設環境改善交付金2,331

251,468 38,865 290,333計

―　8　― 一般10.款 地方交付税



―　9　― 一般14.款 国庫支出金

国庫支出金14款 （単位：千円）

節
説　　　　　　　　　明

金　額区　　分
計補正額補正前の額目

14 款合計 399,444 38,865 438,309

県支出金 県補助金2項15款

9521. 1. ・企画費補助金総務費県補助金 7,509 952 8,461 新モビリティサービス導入促進事業費補助金952

966. 3. ・文化振興費補助金教育費県補助金 9,354 96 9,450 文化財保存顕彰事業費補助金96

191,923 1,048 192,971計

15 款合計 300,345 1,048 301,393

寄附金 寄附金1項17款

5,0003. 1. ・事務局費寄附金教育費寄附金 200 5,000 5,200 事務局費寄附金5,000

21,730 5,000 26,730計

17 款合計 21,730 5,000 26,730

繰越金 繰越金1項19款

47,9161. 1. ・前年度繰越金繰越金 22,686 47,916 70,602 前年度繰越金47,916

22,686 47,916 70,602計

19 款合計 22,686 47,916 70,602



諸収入 貸付金元利収入3項20款 （単位：千円）

節
説　　　　　　　　　明

金　額区　　分
計補正額補正前の額目

2,0001. 1. ・貸付金元利収入貸付金元利収入 12,300 2,000 14,300 中小企業振興資金融資預託金2,000

12,300 2,000 14,300計

20 款合計 71,311 2,000 73,311

町債 町債1項21款

11,5001. 1. ・過疎対策事業債過疎対策事業債 325,900 11,500 337,400 過疎対策事業債（ハード事業分）11,500

6,1004. 1. ・緊急防災・減災事業債緊急防災・減災事業債 82,000 6,100 88,100 緊急防災・減災事業債6,100

491,300 17,600 508,900計

21 款合計 491,300 17,600 508,900

4,303,050 73,024 4,376,074歳入合計

―　10　― 一般20.款 諸収入



―　11　― 一般

3.歳　出

2.款総務費

2款 総務費 1項 総務管理費 （単位：千円）

目 補正前の額 補正額 計
補正額の財源内訳

特　定　財　源
国県支出金 地方債 その他

一般財源

節

区　分 金　額
説　　　　　　　明

1. 12.委託料一般管理費 404,787 605 405,392 605 公文書廃棄委託料605 605・

7. 18.負担金、補企画費 324,485 700 325,185 952 △252 協働のまちづくり事業補助金700 700・
助及び交付
金

15. 10.需用費コミュニテ 9,469 15,536 25,005 9,994 800 4,742 燃料費1,790 1,790・
ィバス運行

12.委託料費 自動車運転委託料13,746 11,697・
予約受付業務委託料 2,049・

1,015,045 16,841 1,031,886 10,946 800 5,095計

2 款合計 1,093,333 16,841 1,110,174 10,946 800 5,095

3款 民生費 1項 社会福祉費

1. 10.需用費社会福祉総 105,991 16,083 122,074 16,083 消耗品費39 39・
務費

11.役務費 通信運搬費212 163・
口座振込手数料 49・

12.委託料 定額減税補足給付金システム構築委託1,862 1,862・
料

18.負担金、補 定額減税補足給付金13,970 13,970・
助及び交付
金

4. 12.委託料障害者福祉 209,263 2,389 211,652 342 2,047 障害福祉システム改造委託料687 687・
費



3款 民生費 1項 社会福祉費 （単位：千円）

目 補正前の額 補正額 計
補正額の財源内訳

特　定　財　源
国県支出金 地方債 その他

一般財源

節

区　分 金　額
説　　　　　　　明

4. 22.償還金、利障害者福祉 障害者自立支援給付費国庫負担金返還1,702 530・
子及び割引費 金
料 障害児入所給付費国庫負担金返還金 679・

障害者医療費国庫負担金返還金 479・
障害者総合支援事業費補助金返還金 14・

790,268 18,472 808,740 16,425 2,047計

3款 民生費 2項 児童福祉費

3. 12.委託料保育所費 135,275 8,602 143,877 8,600 2 工事監理委託料352 352・

14.工事請負費 工事請負費8,250 8,250・

220,206 8,602 228,808 8,600 2計

3 款合計 1,010,476 27,074 1,037,550 16,425 8,600 2,049

7款 商工費 1項 商工費

2. 23.投資及び出商工振興費 25,770 2,000 27,770 2,000 中小企業振興資金預託金2,000 2,000・
資金

158,939 2,000 160,939 2,000計

7 款合計 158,939 2,000 160,939 2,000

―　12　― 一般3.款民生費



―　13　― 一般9.款消防費

9款 消防費 1項 消防費 （単位：千円）

目 補正前の額 補正額 計
補正額の財源内訳

特　定　財　源
国県支出金 地方債 その他

一般財源

節

区　分 金　額
説　　　　　　　明

4. 12.委託料災害対策費 9,638 6,187 15,825 6,100 87 被災者支援連携システム構築委託料6,187 6,187・

65,627 6,187 71,814 6,100 87計

9 款合計 65,627 6,187 71,814 6,100 87

10款 教育費 2項 小学校費

1. 17.備品購入費学校管理費 38,834 3,017 41,851 3,000 17 管理用備品購入費3,017 3,017・

2. 17.備品購入費教育振興費 6,773 1,724 8,497 1,700 24 教材備品購入費1,724 1,724・

45,607 4,741 50,348 4,700 41計

10款 教育費 3項 中学校費

1.学校管理費 21,202 0 21,202 2,331 △2,400 69 財源振替・

2. 17.備品購入費教育振興費 8,741 326 9,067 300 26 教材備品購入費326 326・

29,943 326 30,269 2,331 △2,400 300 95計

10款 教育費 4項 社会教育費

6. 7.報償費文化振興費 53,108 15,855 68,963 10,211 5,300 344 文化的景観保護推進事業報償費345 345・

10.需用費 消耗品費4 4・

12.委託料 工事監理委託料915 624・



10款 教育費 4項 社会教育費 （単位：千円）

目 補正前の額 補正額 計
補正額の財源内訳

特　定　財　源
国県支出金 地方債 その他

一般財源

節

区　分 金　額
説　　　　　　　明

6. 12.委託料文化振興費 文化財調査委託料 291・

14.工事請負費 工事請負費14,591 14,591・

90,250 15,855 106,105 10,211 5,300 344計

10 款合計 381,109 20,922 402,031 12,542 2,900 5,000 480

4,303,050 73,024 4,376,074 39,913 17,600 7,800 7,711歳出合計

―　14　― 一般10.款教育費
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令和７年度松野町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 
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議案第60号 

 

   令和７年度松野町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

 

 令和７年度松野町の国民健康保険特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ5,304千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ543,104千円と

する。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予

算補正」による。 

 

 

 

     令和７年９月９日提出 

 

松野町長 坂 本   浩 

 

- 1 - 



第　1　表　　歳　入　歳　出　予　算　補　正
（歳入） （単位：千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

令和 7年度松野町国民健康保険特別会計予算に関する説明書

２
3.国庫支出金

５，３０４ ５，３０６

1.国庫補助金
２ ５，３０４ ５，３０６

歳　　入　　合　　計
５３７，８００ ５，３０４ ５４３，１０４

―　2　― 国保



―　3　― 国保

（歳出） （単位：千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

1.総務費
２２，３８７ ５，３０４ ２７，６９１

1.総務管理費
１３，７９７ ５，３０４ １９，１０１

歳　　出　　合　　計
５３７，８００ ５，３０４ ５４３，１０４



Ⅰ　歳　入　歳　出　補　正　予　算　事　項　別　明　細　書

（歳入） （単位：千円）

款 補正前の額 補　正　額 計

1.総　括

3.国庫支出金
２ ５，３０４ ５，３０６

歳　　入　　合　　計
５３７，８００ ５，３０４ ５４３，１０４

―　4　― 国保



―　5　― 国保

（歳出） （単位：千円）

補正前の額 補　正　額 計 特　定　財　源

国県支出金 地　方　債 そ　の　他
一般財源

款
補　正　額　の　財　源　内　訳

1.総務費

22,387 5,304 27,691 5,304

5,304
歳　　出　　合　　計

537,800 5,304 543,104



2.歳　入

国庫支出金 国庫補助金1項3款 （単位：千円）

節
説　　　　　　　　　明

金　額区　　分
計補正額補正前の額目

5,3043. 1. ・子ども・子育て支援事業費子ども・子育て支援事業 0 5,304 5,304 子ども・子育て支援事業費補助金5,304
補助金費補助金

2 5,304 5,306計

3 款合計 2 5,304 5,306

537,800 5,304 543,104歳入合計

―　6　― 国保3.款 国庫支出金



―　7　― 国保

3.歳　出

1.款総務費

1款 総務費 1項 総務管理費 （単位：千円）

目 補正前の額 補正額 計
補正額の財源内訳

特　定　財　源
国県支出金 地方債 その他

一般財源

節

区　分 金　額
説　　　　　　　明

1. 12.委託料一般管理費 13,271 5,304 18,575 5,304 国民健康保険システム改造委託料5,304 5,304・

13,797 5,304 19,101 5,304計

1 款合計 22,387 5,304 27,691 5,304

537,800 5,304 543,104 5,304歳出合計



議案第61号 

 

 

 

令和７年度松野町国民健康保険中央診療所特別会計補正予算（第１号） 

 

 

 

１ 特別会計補正予算総則 

２ 歳入歳出予算補正 

３ 補正予算に関する説明書 

⑴ 歳入歳出補正予算事項別明細書 

  



議案第61号 

 

   令和７年度松野町国民健康保険中央診療所特別会計補正予算（第１号） 

 

 令和７年度松野町の国民健康保険中央診療所特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ884千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ308,884千円とす

る。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予

算補正」による。 

 

 

 

     令和７年９月９日提出 

 

松野町長 坂 本   浩 

 

- 1 - 



第　1　表　　歳　入　歳　出　予　算　補　正
（歳入） （単位：千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

令和 7年度松野町国民健康保険中央診療所特別会計予算に関する説明書

１
3.国庫支出金

２７１ ２７２

1.国庫補助金
１ ２７１ ２７２

９０３
7.繰越金

６１３ １，５１６

1.繰越金
９０３ ６１３ １，５１６

歳　　入　　合　　計
３０８，０００ ８８４ ３０８，８８４

―　2　― 診療所



―　3　― 診療所

（歳出） （単位：千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

2.医業費
５０，８８６ ８８４ ５１，７７０

1.医業費
３４，４９５ ８８４ ３５，３７９

歳　　出　　合　　計
３０８，０００ ８８４ ３０８，８８４



Ⅰ　歳　入　歳　出　補　正　予　算　事　項　別　明　細　書

（歳入） （単位：千円）

款 補正前の額 補　正　額 計

1.総　括

3.国庫支出金
１ ２７１ ２７２

7.繰越金
９０３ ６１３ １，５１６

歳　　入　　合　　計
３０８，０００ ８８４ ３０８，８８４

―　4　― 診療所



―　5　― 診療所

（歳出） （単位：千円）

補正前の額 補　正　額 計 特　定　財　源

国県支出金 地　方　債 そ　の　他
一般財源

款
補　正　額　の　財　源　内　訳

2.医業費

50,886 884 51,770 271 613

271
歳　　出　　合　　計

308,000 884 308,884 613



2.歳　入

国庫支出金 国庫補助金1項3款 （単位：千円）

節
説　　　　　　　　　明

金　額区　　分
計補正額補正前の額目

2711. 1. ・現年分国庫補助金 1 271 272 電子処方箋管理サービス等関係補助金271

1 271 272計

3 款合計 1 271 272

繰越金 繰越金1項7款

6131. 1. ・前年度繰越金繰越金 903 613 1,516 前年度繰越金613

903 613 1,516計

7 款合計 903 613 1,516

308,000 884 308,884歳入合計

―　6　― 診療所3.款 国庫支出金



―　7　― 診療所

3.歳　出

2.款医業費

2款 医業費 1項 医業費 （単位：千円）

目 補正前の額 補正額 計
補正額の財源内訳

特　定　財　源
国県支出金 地方債 その他

一般財源

節

区　分 金　額
説　　　　　　　明

1. 12.委託料医療用機械 12,850 884 13,734 271 613 電子処方箋管理サービス導入委託料884 851・
器具費 電子処方箋管理サービス保守委託料 33・

34,495 884 35,379 271 613計

2 款合計 50,886 884 51,770 271 613

308,000 884 308,884 271 613歳出合計



議案第62号 

 

 

 

令和７年度松野町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 

 

 

１ 特別会計補正予算総則 

２ 歳入歳出予算補正 

３ 補正予算に関する説明書 

⑴ 歳入歳出補正予算事項別明細書 

  



議案第62号 

 

   令和７年度松野町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 

 令和７年度松野町の介護保険特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ44,494千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ789,994千円

とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予

算補正」による。 

 

 

 

     令和７年９月９日提出 

 

松野町長 坂 本   浩 

 

- 1 - 



第　1　表　　歳　入　歳　出　予　算　補　正
（歳入） （単位：千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

令和 7年度松野町介護保険特別会計予算に関する説明書

２０６，２０４
3.国庫支出金

５２１ ２０６，７２５

2.国庫補助金
８９，４８８ ５２１ ９０，００９

１
8.繰越金

４３，９７３ ４３，９７４

1.繰越金
１ ４３，９７３ ４３，９７４

歳　　入　　合　　計
７４５，５００ ４４，４９４ ７８９，９９４

―　2　― 介護保険



―　3　― 介護保険

（歳出） （単位：千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

5.基金積立金
９２ １８，４０４ １８，４９６

1.基金積立金
９２ １８，４０４ １８，４９６

7.諸支出金
１ ２６，０９０ ２６，０９１

1.償還金及び還付加
算金 １ ２６，０９０ ２６，０９１

歳　　出　　合　　計
７４５，５００ ４４，４９４ ７８９，９９４



Ⅰ　歳　入　歳　出　補　正　予　算　事　項　別　明　細　書

（歳入） （単位：千円）

款 補正前の額 補　正　額 計

1.総　括

3.国庫支出金
２０６，２０４ ５２１ ２０６，７２５

8.繰越金
１ ４３，９７３ ４３，９７４

歳　　入　　合　　計
７４５，５００ ４４，４９４ ７８９，９９４

―　4　― 介護保険



―　5　― 介護保険

（歳出） （単位：千円）

補正前の額 補　正　額 計 特　定　財　源

国県支出金 地　方　債 そ　の　他
一般財源

款
補　正　額　の　財　源　内　訳

5.基金積立金

92 18,404 18,496 521 17,883
7.諸支出金

1 26,090 26,091 26,090

521
歳　　出　　合　　計

745,500 44,494 789,994 43,973



2.歳　入

国庫支出金 国庫補助金2項3款 （単位：千円）

節
説　　　　　　　　　明

金　額区　　分
計補正額補正前の額目

5212. 2. ・過年度分地域支援事業交付金（介 6,133 521 6,654 過年度分521
護予防・総合事業）

89,488 521 90,009計

3 款合計 206,204 521 206,725

繰越金 繰越金1項8款

43,9731. 1. ・前年度繰越金繰越金 1 43,973 43,974 前年度繰越金43,973

1 43,973 43,974計

8 款合計 1 43,973 43,974

745,500 44,494 789,994歳入合計

―　6　― 介護保険3.款 国庫支出金



―　7　― 介護保険

3.歳　出

5.款基金積立金

5款 基金積立金 1項 基金積立金 （単位：千円）

目 補正前の額 補正額 計
補正額の財源内訳

特　定　財　源
国県支出金 地方債 その他

一般財源

節

区　分 金　額
説　　　　　　　明

1. 24.積立金介護給付費 92 18,404 18,496 521 17,883 介護保険介護給付費準備基金積立金18,404 18,404・
準備基金積
立金

92 18,404 18,496 521 17,883計

5 款合計 92 18,404 18,496 521 17,883

7款 諸支出金 1項 償還金及び還付加算金

1. 22.償還金、利償還金 1 26,090 26,091 26,090 介護給付費国庫負担金返還金26,090 17,729・
子及び割引 地域支援事業（介護予防・総合事業） 630・
料 支払基金交付金返還金

地域支援事業（介護予防・総合事業） 99・
県費交付金返還金
低所得者保険料軽減国庫負担金返還金 145・
地域支援事業（介護予防・総合事業以 28・
外）国庫交付金返還金
地域支援事業（介護予防・総合事業以 49・
外）県費交付金返還金
介護給付費支払基金交付金返還金 7,410・

1 26,090 26,091 26,090計

7 款合計 1 26,090 26,091 26,090

745,500 44,494 789,994 521 43,973歳出合計



議案第63号 

 

 

 

令和７年度松野町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 

 

 

１ 特別会計補正予算総則 

２ 歳入歳出予算補正 

３ 補正予算に関する説明書 

⑴ 歳入歳出補正予算事項別明細書 

  



議案第63号 

 

   令和７年度松野町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 

 令和７年度松野町の後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1,792千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ82,492千円と

する。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予

算補正」による。 

 

 

 

     令和７年９月９日提出 

 

松野町長 坂 本   浩 

 

- 1 - 



第　1　表　　歳　入　歳　出　予　算　補　正
（歳入） （単位：千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

令和 7年度松野町後期高齢者医療保険事業特別会計予算に関する説明書

０
6.国庫支出金

１，７９２ １，７９２

1.国庫補助金
０ １，７９２ １，７９２

歳　　入　　合　　計
８０，７００ １，７９２ ８２，４９２

―　2　― 後期高齢



―　3　― 後期高齢

（歳出） （単位：千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

1.総務費
１３７ １，７９２ １，９２９

1.総務管理費
１３５ １，７９２ １，９２７

歳　　出　　合　　計
８０，７００ １，７９２ ８２，４９２



Ⅰ　歳　入　歳　出　補　正　予　算　事　項　別　明　細　書

（歳入） （単位：千円）

款 補正前の額 補　正　額 計

1.総　括

6.国庫支出金
０ １，７９２ １，７９２

歳　　入　　合　　計
８０，７００ １，７９２ ８２，４９２

―　4　― 後期高齢



―　5　― 後期高齢

（歳出） （単位：千円）

補正前の額 補　正　額 計 特　定　財　源

国県支出金 地　方　債 そ　の　他
一般財源

款
補　正　額　の　財　源　内　訳

1.総務費

137 1,792 1,929 1,792

1,792
歳　　出　　合　　計

80,700 1,792 82,492



2.歳　入

国庫支出金 国庫補助金1項6款 （単位：千円）

節
説　　　　　　　　　明

金　額区　　分
計補正額補正前の額目

1,7921. 1. ・子ども・子育て支援事業費子ども・子育て支援事業 0 1,792 1,792 子ども・子育て支援事業費補助金1,792
補助金費補助金

0 1,792 1,792計

6 款合計 0 1,792 1,792

80,700 1,792 82,492歳入合計

―　6　― 後期高齢6.款 国庫支出金



―　7　― 後期高齢

3.歳　出

1.款総務費

1款 総務費 1項 総務管理費 （単位：千円）

目 補正前の額 補正額 計
補正額の財源内訳

特　定　財　源
国県支出金 地方債 その他

一般財源

節

区　分 金　額
説　　　　　　　明

1. 12.委託料一般管理費 135 1,792 1,927 1,792 後期高齢者医療システム改造委託料1,792 1,792・

135 1,792 1,927 1,792計

1 款合計 137 1,792 1,929 1,792

80,700 1,792 82,492 1,792歳出合計



決 算 審 議 要 領 

 

順序 区 分 内       容 備  考 

１ 提 案 全会計一括提案説明 町 長 

２ 説 明 全会計歳入歳出総括説明 

会計管理者兼

出 納 室 長 

３ 審査報告 決算審査報告 代表監査委員 

４ 質 疑 全会計を通して総括質疑（会計別）  

５ 付 託 各常任委員会に付託の上、最終日に採決  

 



認定第１号 

 

   令和６年度松野町一般会計歳入歳出決算の認定について 

 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和６年度松野町一般会計歳入歳出決

算を別冊のとおり監査委員の意見をつけて認定に付する。 

 

 

     令和７年９月９日提出 

 

         松野町長 坂 本   浩 



認定第２号 

 

   令和６年度松野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和６年度松野町国民健康保険特別会

計歳入歳出決算を別冊のとおり監査委員の意見をつけて認定に付する。 

 

 

     令和７年９月９日提出 

 

         松野町長 坂 本   浩 



認定第３号 

 

   令和６年度松野町国民健康保険中央診療所特別会計歳入歳出決算の認 

定について 

 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和６年度松野町国民健康保険中央診

療所特別会計歳入歳出決算を別冊のとおり監査委員の意見をつけて認定に付する。 

 

 

     令和７年９月９日提出 

 

         松野町長 坂 本   浩 



認定第４号 

 

   令和６年度松野町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認 

定について 

 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和６年度松野町住宅新築資金等貸付

事業特別会計歳入歳出決算を別冊のとおり監査委員の意見をつけて認定に付する。 

 

 

     令和７年９月９日提出 

 

         松野町長 坂 本   浩 



認定第５号 

 

   令和６年度松野町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和６年度松野町介護保険特別会計歳

入歳出決算を別冊のとおり監査委員の意見をつけて認定に付する。 

 

 

     令和７年９月９日提出 

 

         松野町長 坂 本   浩 



認定第６号 

 

   令和６年度松野町後期高齢者医療保険事業特別会計歳入歳出決算の認 

定について 

 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和６年度松野町後期高齢者医療保険

事業特別会計歳入歳出決算を別冊のとおり監査委員の意見をつけて認定に付する。 

 

 

     令和７年９月９日提出 

 

         松野町長 坂 本   浩 

 



認定第７号 

 

   令和６年度松野町簡易水道事業会計決算の認定及び剰余金の処分について 

 

 地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第３０条第４項の規定により、令和

６年度松野町簡易水道事業会計決算、及び同法第３２条第２項の規定により、令和６

年度松野町簡易水道事業会計の剰余金の処分について別冊のとおり監査委員の意見

をつけて認定に付する。 

 

 

     令和７年９月９日提出 

 

         松野町長 坂 本   浩 



令和７年 第３回 松野町議会定例会

委 員 会 付 託 表

総 務 常 任 委 員 会

○ 認定第１号

○ 認定第２号

○ 認定第３号

○ 認定第４号

○ 認定第５号

○ 認定第６号

○ 認定第７号


